
● 周南コンビナートと石炭
　周南コンビナートは、原油～エチレンセンタ
ーをベースとする一般の石油化学コンビナート
とは、少し趣を異にしています。原油系だけで
はなく、塩の電気分解からスタートする塩素（塩
ビ）、苛性ソーダ等のウエイトも大きいですし、
やはり原油系以外の多結晶シリコン、セメント
なども盛んに製造しています。
　塩の電気分解や多結晶シリコン製造時には多
量の電力を必要としますが、各社は大規模な石
炭火力自家発電設備を持っているため必要な電
力を低コストで得ることができ、そのことが塩
ビモノマーや多結晶シリコン等の国際競争力発
揮の源泉のひとつになっています。また、セメ
ントも生産しているため、石炭火力で発生した
石炭灰をセメント原料に回せるなど、相乗効果
が発揮できる循環も整えられています。
　このように、自らの国際競争力の源泉となっ
ている石炭火力自家発電ですが、燃料の石炭は、
各社が海外からバルク船で運んできます。バル
ク船とは、貨物をバラ積みで運ぶ貨物船のこと
です（コンテナで運ぶのがコンテナ船）。

● 石炭輸送を取り巻く環境変化
　近年、その石炭を運ぶバルク船の巨大化が進
んでいます。もちろん、大型船になればなるほ
ど一度に大量の石炭が運べるわけで、それだけ
単位量あたりの運送コストが安くなります。原
油や原塩の運搬船などは今のところ既存の企業
岸壁でまかなえているのですが、石炭の運搬船
は大きくなり過ぎて、かなり深い航路と岸壁を
有していないと接岸できなくなってきました。

かといって小型のバルク船で石炭を運べば、超
大型船が接岸できる他国の工業港地域の工場と
比べてコストアップになり、国際競争上大きな
ハンディを背負うことになります。

● 「周南バルクターミナル」の設立
　徳山港には、各工場の専用岸壁以外に、晴海
埠頭（下図）に、マイナス12ｍ岸壁とガントリ
ークレーンを有するコンテナヤードや、マイナ
ス14ｍ岸壁を有するバルク船（主に石炭を想定）
用の公共埠頭などがあります。しかし後者のマ
イナス14ｍ岸壁一帯については、埋立て公共工
事の進展テンポが遅く、岸壁からの石炭の荷揚
げこそ出来るようになったものの、後背地の埋
立て整備がまだ事実上未完成で、完成時期も不
透明な状態です。また公共岸壁や埠頭を企業が
使用するには、一件ごとに港湾管理事務所の許
可等が必要であり、弾力的な活用がしにいく面
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もあります。
　そこでこのたび、前述の石炭バルク船の大型
化に早急に対応するため、民

・ ・ ・ ・ ・

間主導で、このマ
イナス14ｍ岸壁（バルク公共岸壁としては中国
地方随一の深さ）とその背後地一帯を、石炭を
荷揚げ、保管、出荷する「コールセンター」と
して整備・運営し、そこから各工場の発電設備
等に石炭を運ぼうということになりました。
　その運営会社として、７月ごろに、 ㈱トクヤ
マを中心に官民出資で「周南バルクターミナル 
㈱」が設立される予定です。コールセンター構
想ゾーン（左図の下側）のうち、岸壁とその背
後の公共埠頭用地は、同社が県から長期一体貸
付けを受け、運営を任されることになります（県
は賃貸料を受け取ります）。また、そのさらに
背後にある用地は、もともと行政が埋立て整備
中の用地でしたが、今年３月、県からトクヤマ
が購入しています。このトクヤマの用地も含め
たエリアは「臨海部産業エリア」という国の施
策対象地となる予定で、これにより埠頭荷役機
械の導入などで国からの補助金も出ます。
　なお、運営会社の設立が７月以降になるのは、
バルクターミナルを民間事業者に長期一体貸付
けをして運営を任せることが可能となる（これ
まではコンテナターミナルについてのみ可能で
した）港湾法施行規則省令の整備が６月ごろな
されそうで、それを受けてからの活動になるか
らです。従って、同社はバルクターミナルの運
営会社として全国第一号となるはずです。
　ただ当面は、運営会社が、まずこのゾーン全
体に渡って地盤改良をする必要があり（前述の
ように、事実上まだ埋立地として未完成なので
す）、それに数年かかりますから、ここがコー
ルセンターとして本格的に機能し始めるのは、
数年後のことになります。

● 成るか、「スーパーバルクターミナル」
　コールセンターが本格稼動を始めれば、現在
コンテナターミナル北側の公共埠頭に野積みさ
れている石炭がこちらに野積みできるようにな
りますから、その空いたエリア分、コンテナタ
ーミナルの面積が事実上広がります。
　さて、このコールセンターエリアは、将来、
「スーパーバルクターミナル」となることが期
待されています。「スーパーバルクターミナル」
という概念は「スーパー中枢港湾」のように国
の政策として法制化されたものではなく構想段
階のものですが、要は、バルク貨物のハブ港を
国が指定し、整備していこうというものです。
　ハブ港になれば、単にこの地域の企業群のた
めのコールセンターに留まらず、ここをバルク
貨物（周南の場合石炭）の日本の輸入拠点とし
て、ここから国内他地域へ内航船で輸送してい
くことになります。そのためには、さらに埋立
てをしてターミナルの面積を広げる必要が出て
きます。また、石炭バルク船の大型化は今後さ
らに進み、現在のマイナス14ｍ岸壁（パナマッ
クス対応）とマイナス12ｍの進入航路、という
環境ではハブ港として不十分で、岸壁はマイナ
ス16m以上（ケープサイズ対応）にし、航路も
それに合わせて掘り下げる必要があります。
　徳山港は日本の地理でみると、ちょうど太平
洋から豊後水道を北上したところにあります。
また、石炭の消費は全国的に見ても瀬戸内海沿
岸の工場によるものが多いです。つまり、石炭
バルクの日本のハブ港となるには、徳山港は地
勢的に適しています。将来「スーパーバルクタ
ーミナル」が国の政策となり、その指定を徳山
港が受けることになれば、官民共同で上記の拡
大工事が開始されることになるでしょう。

（宗近 孝憲）
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